平成22年12月27日

宮崎県内認可保育所の 

保護者・職員・関係者の皆様へ

（社団）宮崎県保育連盟連合会

理事長　井之上　隆　潤

宮崎県保育推進連盟
会　長　木　本　宗　雄

 “子どもの育ちと保育制度を守る” 
宮崎県 総決起集会　

開催について（ご案内）
　いま政府では、保育制度改革の検討がすすめられていますが、その内容は、保育の産業化であり子どもの商品化とでも言うべきものです。
現行保育制度では、国と市町村の保育責任が明確に規定されていますので、日本全国どこの認可保育所でも国が定めた基準以上の保育環境（施設設備・人材・子どもを中心とした保育内容等）が保障されています。また、各ご家庭の所得に応じた保育料が設定されていますので、所得に関係なく安心して利用していただいています。保育所の申し込みも市町村が一定の基準のもとで決定していますので、保育所が入園を断ることはありません（定員が満杯とか、保育士が不足しているなどを除いて）。保育時間も一日10～11時間の範囲内は保護者が自由にご利用いただけます。
ところが、これらのことがすべて変えられようとしているのです。営利追求に道を開いて子どもの保育環境や職員処遇が悪くなるような制度改革ではなく、現行保育制度をより拡充して子どもと家庭の福祉を守ることこそ必要だと思います。

標記集会を別紙のとおり開催いたしますので、多くの皆様方がご参加くださいますようご案内申し上げます。
【参加申込書】
	保護者等 氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　様


· 保育園（所）までご提出をお願いいたします。
